
e点呼セルフ Typeモバイル Ver5.0.24~

自動点呼クイックスタートガイド
アプリを起動～自動点呼の完了まで、この2ページでまるわかり。

運転者向け

はじめる前に、この3つをチェック

機器のペアリング
アルコール測定器・体温計・血圧計は「端末設定」

で事前にペアリングを完了。未設定だとエラーで

点呼中断。

自動点呼計画
運行管理者が業務前／業務後の計画を作成済

みか確認。未作成だと点呼を実施できません。

10分でタイムアウト
開始から累計10分で自動的に中断。電波が良く、

安全な場所でまとめて実施を。

メニュー画面の見かた アプリを起動すると表示されます
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① 会社名

② ログイン中の従業員名／自動点呼開始ボタン

③ ログイン中従業員の点呼予定

④ 点呼履歴

⑤ 端末設定

⑥ アプリ情報

⑦ 更新アイコン（点呼予定の
　 更新・ライセンス確認）

⑧ 設定

⑨ お問合せ

⑩ アプリ終了

②「自動点呼をはじめる」をタップすると自動点呼がスタートします。

免許証確認が有効な場合は、アイコンが免許証の画像に変化します。

自動点呼の流れ STEP 01 → 08　（業務前・業務後 共通／専用の表示に注意）

01 自動点呼をはじめる

メニュー画面の「自動点呼をはじめる」をタップ。設定で免

許証所持確認をONにしている場合は、免許証確認から始

まります。

02 位置情報・天気の取得

GPSで取得した位置を市区町村に変換し、天気とあわせて

表示。OKで次へ、再取得でやり直し。

取得した市区町村は運転者点呼場所に上書き。失敗時は「スキッ

プ」。

03 設定ON時免許証確認

運転免許証またはマイナ免許証を、端末のNFCリーダー

部分にかざします。IC情報から有効期限を判定。

読取成功時は「自動点呼をはじめる」をタップ。失敗時は「もう1回」

「スキップ」「点呼中断」から選択。

04 顔認証（生体認証）

顔が画面に入るようにして「写真を撮る」をタップ。氏名が

表示されたら「はい」。

逆光や、登録写真と背景が大きく違う場合は認証しにくくなります。

05 業務種別の選択

これから実施する業務前／業務後を選びます。

計画が未作成だとエラーで点呼中断。「業務前」で

血圧計・体温計のBluetooth設定が未完了の場合もエラー。

06 アルコール測定

ALC-MobileⅢの中央の黄色いボタンで電源ON。息を吹き

込み、電子音が鳴れば測定完了。

複数台ある場合は一覧が表示。裏面のシリアル番号と一致するも

のを選択。

07 業務前体温測定

体温計の①接続スイッチを押し、電波マーク点灯後に②体

温測定スイッチを押して検温。

結果が表示されない場合は、体温計をもう一度操作。

08 業務前血圧測定

アプリで「測定開始」を選択し、血圧計側の測定開始ボタン

を押して測定。

HCMシリーズは「ユーザー1」で測定してください。
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⑩ 

e点呼セルフ

アプリ

裏面へ続く

ALC-MobileⅢと、業務前は連動設定済の体温計・血圧計も忘れずに持ち出しください。

共通 共通

共通 共通

共通共通

【ST-N1】



自動点呼の流れ　STEP 09 → 17 ／ 完了・トラブル対応 運転者向け クイックスタートガイド

09 車番の確認・入力

点呼計画で車番が指定されていれば表示。内容を確認

し、必要なら修正します。

別システムで日常点検を実施する場合、車番は変更しないでくださ

い。

10 業務前疾病・疲労・睡眠不足

疾病・疲労・睡眠不足について、それぞれ○か×を選択し

ます。

ひとつでも×があると健康状態判定が×となり点呼保留へ。

11 業務前健康状態判定

すべて○なら判定OK。体温・血圧が閾値外だとNG。

「はい（リトライ）」で再測定、「いいえ」で点呼保留。

再測定は1回のみ有効。NG後は「戻る」「点呼中断」が使えません。

12 業務前日常点検の状況

日常点検の結果について○×を選択。車両台帳と連携済

みならUniアプリの結果も表示されます。

×を選ぶと点呼保留となり、点呼再開はできません。

13 業務後業務前指示事項／状況報告

業務前：運行管理者が入力した指示事項を確認。音声案

内が終わるとOKが表示。

業務後：加えて、「自動車・道路及び運行の状況」「交替運

転者への連絡」をなし／ありで選択。

14 その他確認事項1

運転者から運行管理者への報告有無をなし／ありで選

択。「あり」の場合はその内容を入力。

報告がある場合は自動で管理者へ通知メールを送信する設定も可

能です。（運輸安全PRO側）

16 運転者点呼場所の確認

都道府県市区町村と実施環境（車内・宿泊施設名等）を確

認してOK。運転者が入力することもできます。

未入力・空欄のままでは次の項目へ進めません。

GOAL　点呼完了と点呼記録データの送信
点呼完了の音声案内が流れたら、確認のため 　「OK」 をタップ。

（タップしなくても一定時間で自動的に送信へ移行します。）

データアップが正常に完了し、メニュー画面に戻るまで必ず確認してくださ

い。　データアップに失敗しても、「点呼中断」を選ぶ前なら「再送する」で何

度でも再送信できます。点呼開始から10分以内に再送を試みてください。

（電波良く安全な場所にて）

こんなときは 点呼保留・中止・タイムアウトの対応

点呼保留になったら

アルコール検出、健康状態判定NG、疾病・

疲労・睡眠不足が×、日常点検NGの場合に

保留となります。管理者へ通知が届き、クラ

ウドサービス 「運輸安全PRO」 で再開・中止

が判断されます。

連絡先が表示されていればタップで電話可

能。

電話後はホーム画面のアプリアイコンから

この画面に戻ってください。

保留後10分間、判断がないと自動的に点

呼中止。

再開・中止の判断が出たら

再開の場合： 「顔認証して再開する」をタップ 

→「写真を撮る」→ 氏名を確認して「はい」で

点呼を再開。

中止の場合： 「OK」をタップすると点呼が中

止され、点呼結果（点呼NG）が自動でクラウ

ドへ記録保存されます。

アルコール検出時・日常点検NGの場合は

点呼再開できません。

タイムアウトしたら

開始から累計 10分 が経過すると、操作途中

でも点呼が中断されます。

点呼中断： 点呼計画は残るので、改めて自

動点呼を実施してください。

業務前で健康状態判定NGとなった後のタ

イムアウトは点呼中止（判定×で記録）とな

り、再実施には自動点呼計画の再作成が

必要です。

必ず守ってください
● 健康状態の測定数値に異常値がある場合、点呼中断や1つ前に戻る操作はできません。

● 点呼保留中にアプリを強制終了したり、スマートフォン端末の電源を切らないでください。

● 点呼保留中は別アプリを操作中も残り時間のカウントは進みますが、アプリ画面外では再開・中止・タイムアウトの通知は届きません。

必ず当アプリ画面で状況を確認してください。
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17 その他確認事項2

運行管理者からの連絡事項が表示されます。音声案内が

完了するとOKが表示され、次へ進めます。

15 設定ON時行き先

運転者から運行管理者への報告有無をなし／ありで選

択。業務前で設定ONなら行き先も入力（空欄可）。

行き先は点呼記録の「その他必要な事項」「備考」に記録。

業務前

共通

共通

共通

共通


